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会派代表　　町政への質問

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
時
、
公

助
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
自
分
の
身

は
自
分
で
守
る
自
助
と
と
も
に
、
お
互

い
に
協
力
し
合
っ
て
組
織
的
に
取
り
組

む
共
助
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
共

助
が
自
主
防
災
会
で
あ
り
、
地
域
の
住

民
が
初
期
消
火
や
避
難
誘
導
、
救
出
・

救
護
、
避
難
所
運
営
な
ど
自
主
的
な
活

動
を
行
う
事
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
町
村
は
、
そ
の
充
実
に
努
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」

の
活
用
は

区
に
対
し
「
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
」
の
使
い
方
・
目
的
な
ど
具

体
的
な
指
示
は
し
て
い
る
か
。

名
簿
を
渡
す
際
に
、
２
点
の

お
願
い
を
し
て
い
る
。
１
点

目
は
、
記
載
内
容
の
確
認
で
、
内
容
に

誤
り
が
あ
っ
た
場
合
お
よ
び
、
内
容
に

変
更
が
生
じ
て
な
い
か
の
確
認
や
報
告
。

　

２
点
目
は
、
適
正
な
情
報
管
理
で
、

名
簿
に
は
、
機
密
性
の
高
い
個
人
情
報

が
含
ま
れ
、
厳
重
な
管
理
を
お
願
い
し

て
い
る
。
今
後
は
、
名
簿
の
使
い
方
な

ど
も
併
せ
て
説
明
し
て
い
く
。

要
支
援
者
に
、

ど
う
支
援
す
る
か

実
効
性
あ
る
支
援
の
た
め
、
要
支

援
者
、民
生
委
員
、自
主
防
災
員
、

区
が
話
し
合
う
機
会
が
必
要
で
は
。

各
区
の
状
況
に
柔
軟
に
対
応

し
、
話
し
合
い
が
可
能
な
区

や
自
主
防
災
会
か
ら
、
順
次
調
整
を
し

て
い
く
。

　
ま
ず
は
、
７
月
の
自
主
防
災
連
絡
会

や
区
長
会
で
、
制
度
に
つ
い
て
の
説
明

や
関
係
者
が
話
し
合
う
機
会
を
設
け
る

こ
と
、
10
月
31
日
開
催
予
定
の
町
一
斉

防
災
訓
練
に
要
支
援
者
に
対
応
し
た
訓

練
内
容
を
取
り
入
れ
た
い
。

区
未
加
入
者
な
ど
支
援
が
難
し
い

方
の
安
否
確
認
や
避
難
支
援
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

区
未
加
入
者
に
つ
い
て
は
、

個
々
の
状
況
が
把
握
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
災
害
発
生
時
の
安
否
確

認
や
避
難
支
援
が
迅
速
に
行
わ
れ
る
こ

と
を
周
知
し
、
今
後
も
区
へ
の
加
入
促

進
を
進
め
て
い
き
た
い
。
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
の
登
録
を
希
望
し
な
い
方

に
も
、
引
き
続
き
制
度
の
説
明
な
ど
で

登
録
推
進
を
図
る
。

新
し
く
作
っ
た

水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

水
害
等
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用

し
た
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
取

り
組
み
は
。防

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の

協
力
の
も
と
、
要
支
援
者
の

方
々
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
関

係
者
の
皆
さ
ん
に
、
マ
ッ
プ
を
活
用
し

た
避
難
行
動
を
考
え
る
機
会
を
設
け
、

区
内
の
情
報
共
有
を
図
り
た
い
。

避
難
行
動
要
支
援
者
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
備
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

機
密
性
の
高
い
情
報
な
ど
の

対
応
策
を
調
査
、
確
認
を
し

た
上
で
、
他
市
町
の
参
考
事
例
と
し
て

自
主
防
災
会
な
ど
に
紹
介
し
て
い
き
た

い
。

Q

Q

A

A

総

町長

避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
支
援
は

Q

Q

A

A

総

総

き
ず
な鈴

木　
一
也 

議
員

▲自主防災会避難所開設訓練の様子

QA
総

トピックス
●避難行動要支援者名簿とは
高齢者・障がい者・乳幼児など、特に配慮を必要とする方のうち、災害発生時の避難などに特に支援を
要する方の名簿です。

　　総務部　　健康福祉部　　建設部
　　企画部　　生活経済部　　教育部

総 福 建
企 経 教
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トピックス
●防災コミュニティセンターとは
防災に関する教育、訓練など、市民の自主防災組織の育成に努め、防災意識の向上と市民の連帯による
コミュニティを創造し、安全で安心して暮らせるまちづくりを推進するための施設です。

　
籾
山
芳
輝
町
長
は
、
令
和
３
年
４
月

13
日
告
示
の
武
豊
町
長
選
挙
に
立
候
補

さ
れ
、５
期
目
の
当
選
を
果
た
さ
れ
た
。

引
き
続
き
籾
山
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
、
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
こ
で
選
挙
公
約
に
つ
い
て
主
な

も
の
を
質
問
す
る
。

最
先
端
の
消
防
支
署
に

す
べ
き現

在
の
半
田
消
防
署
武
豊
支
署
を

中
央
公
園
南
の
公
共
用
地
に
移
転

す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
議
会

と
し
て
も
調
査
研
究
を
し
て
い
る
。
町

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
施
設
で
あ

り
、
い
ま
現
在
考
え
ら
れ
る
最
先
端
の

消
防
支
署
に
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

新
し
い
武
豊
支
署
に
つ
い
て

は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

を
主
体
構
造
と
す
る
。
屋
上
に
は
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
支
署
で
使
用
す

る
電
気
の
一
部
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
を

図
る
。

　
周
辺
環
境
へ
の
配
慮
と
し
て
、
車
庫

内
で
開
口
部
を
閉
め
た
ま
ま
、
エ
ン
ジ

ン
が
始
動
で
き
る
換
気
設
備
を
備
え
る

な
ど
、
で
き
る
限
り
音
を
出
さ
な
い
よ

う
配
慮
す
る
。

　
訓
練
施
設
に
つ
い
て
は
、
敷
地
内
に

５
階
建
て
の
訓
練
棟
な
ど
を
整
備
す
る

計
画
と
し
て
お
り
、
一
般
住
宅
や
中
高

層
建
物
に
対
応
す
る
実
践
訓
練
が
可
能

に
な
る
。

　
令
和
５
年
度
に
供
用
開
始
が
で
き
る

よ
う
、
知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防

本
部
と
進
め
て
い
く
。

　
広
い
世
代
の
防
災
教
育
や
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
を
考
え
た
「
防
災
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
」を
新
設
す
る
。

小
中
学
校
体
育
館
に

空
調
設
置
を

夏
場
は
、温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
、

学
校
の
体
育
館
内
は
温
室
の
よ
う

に
な
り
、そ
こ
で
授
業
を
受
け
る
児
童・

生
徒
の
健
康
を
脅
か
す
お
そ
れ
も
あ
る
。

　
ま
た
、
避
難
所
と
し
て
も
指
定
さ
れ

て
お
り
、
空
調
の
設
置
は
教
育
現
場
や

町
民
か
ら
も
熱
望
さ
れ
て
い
る
。

　
実
現
に
向
け
早
期
に
計
画
を
立
て
て

行
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

夏
場
に
お
け
る
体
育
館
で
の

活
動
に
つ
い
て
は
、
館
内
の

気
温
が
35
度
を
超
え
る
日
も
あ
り
、
体

育
の
授
業
や
部
活
動
、
集
会
な
ど
の
活

動
を
控
え
る
こ
と
も
あ
る
。

　
ま
た
、
災
害
時
は
避
難
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
避
難
者
へ
の
健

康
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
令
和
４
年
度
に
屋
根
の
防

水
工
事
と
空
調
設
備
を
整
備
す
る
た
め

の
実
施
設
計
を
委
託
す
る
予
定
を
し
て

お
り
、
令
和
５
年
度
に
全
て
の
小
中
学

校
の
体
育
館
に
空
調
設
備
を
整
備
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
に
発
生
し
た
台
風

24
号
、
令
和
元
年
の
台
風
19
号
で
は
、

武
豊
小
学
校
お
よ
び
富
貴
小
学
校
の
体

育
館
を
避
難
所
と
し
て
開
設
し
、
避
難

し
て
き
た
住
民
が
一
夜
を
過
ご
し
た
経

緯
が
あ
り
、
台
風
を
始
め
大
規
模
な
災

害
に
よ
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
遮
断
さ

れ
た
場
合
、
避
難
所
と
し
て
の
機
能
が

保
て
る
熱
源
を
考
慮
し
た
整
備
も
進
め

て
い
く
。

町政への質問　　会派代表
QA

籾
山
芳
輝
町
長
の
５
期
目
公
約
に
期
待

QA
み
ら
い福

本　
貴
久 

議
員

▲視察した北はりま消防組合加東消防署

全ての体育館に空調設置

町長

町長

　　総務部　　健康福祉部　　建設部
　　企画部　　生活経済部　　教育部

総 福 建
企 経 教
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トピックス

会派代表　　町政への質問

　
適
正
な
管
理
が
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
た

ま
ま
の
空
き
家
は
、
老
朽
化
に
よ
る
屋

根
や
壁
な
ど
の
落
下
や
飛
散
、
放
火
の

お
そ
れ
な
ど
防
災
、
防
犯
、
衛
生
、
景

観
な
ど
の
面
で
大
き
な
問
題
を
生
じ
さ

せ
る
。

第
２
期
武
豊
町
空
き
家
等

対
策
計
画

現
状
分
析
か
ら
見
え
て
く
る
、
武

豊
町
の
空
き
家
対
策
の
課
題
は
。

空
き
家
件
数
の
増
加
、
空
き

家
の
管
理
不
全
、
空
き
家
の

有
効
活
用
の
必
要
性
の
大
き
く
３
つ
の

課
題
が
あ
る
。

空
き
家
に
対
す
る
施
策
の
展
開

は
、
何
を
考
え
て
い
る
の
か
。

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
、

愛
知
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

と
の
協
定
の
締
結
、
空
き
家
な
ど
に
つ

い
て
の
相
談
会
と
サ
ロ
ン
で
の
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
の
３
つ
を
、
新
た
に
進
め
る
。

空
き
家
の
今
後
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
50
％
近
く
の
方
が
考
え
て

い
な
い
が
、
そ
の
要
因
は
何
が
考
え
ら

れ
る
か
。

更
地
に
す
る
場
合
は
取
り
壊

し
費
用
、
賃
貸
す
る
場
合
は

修
繕
費
用
が
発
生
し
、住
宅
を
撤
去
し
、

所
有
し
続
け
る
場
合
は
、
固
定
資
産
税

が
上
が
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

特
定
空
き
家
認
定
に
つ
い
て
の
武

豊
町
と
し
て
の
考
え
は
。

最
後
の
手
段
と
し
て
と
ら
え

て
お
り
、
非
常
に
慎
重
に
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
案
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
農
業
従
事
者
に
は
、
安
全
で
安
心
な

美
味
し
い
食
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、

優
良
な
農
地
が
耕
作
放
棄
地
に
な
ら
な

い
よ
う
健
全
に
維
持
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
従
事
者
の
減
少
や
後
継
者
の
不
在

は
、
本
町
の
農
業
の
振
興
に
は
、
憂
慮

す
る
課
題
で
あ
る
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化

実
質
化
の
目
的
と
効
果
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

目
的
は
農
地
の
利
用
集
積
の

効
率
化
を
図
る
こ
と
。
効
果

は
、
地
域
で
地
域
の
農
業
の
現
状
を
共

有
で
き
た
事
で
あ
る
。

実
質
化
さ
れ
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン

を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ

て
い
く
の
か
。

進
捗
管
理
を
し
て
い
く
と
と

も
に
、
定
期
的
な
見
直
し
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
回
は
、
８
つ
の
生
産
組
合
の
地

域
で
作
成
さ
れ
た
が
、
他
の
地
域

で
の
作
成
は
考
え
て
い
る
の
か
。

今
後
、
各
々
の
生
産
組
合
の

実
情
を
加
味
し
な
が
ら
、
生

産
組
合
長
等
と
協
議
を
し
て
い
く
中

で
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

も
う
少
し
幅
広
い
形
で
の
情
報
共

有
を
積
極
的
に
進
め
て
い
け
れ
ば

よ
い
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

地
域
外
か
ら
の
担
い
手
や
法

人
経
営
体
の
受
け
入
れ
の
促

進
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
大
変
重
要
で

あ
る
と
考
え
、
で
き
る
限
り
幅
広
く
情

報
提
供
・
情
報
共
有
し
て
い
き
た
い
。

QQQ AA

AA

住
民
に
寄
り
添
っ
た
、

早
い
段
階
か
ら
の
空
き
家
対
策
を

QQQ

Q

AA
政
和
ク
ラ
ブ

石
川　
義
治 

議
員

▲地域の話し合い

QA A

トピックス
●人・農地プランとは
5年先・10年先を見据え、人と農地の問題をどのように解決していくかを、農業委員や生産組合などの地域の皆様の協力を得ながら、検討
委員によりプラン化されたもので、農地の集積や、新規就農者への支援など、地域農業全体のあり方などを盛り込んだ計画です。

建町長

建建

経経

経 経

外観目視調査による空き家戸数
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トピックス
●障害者差別解消法とは
障がいのある方ない方の差別をなくすための法律で、役場窓口では、全ての町民が、意思疎通などで
不便なく利用できるよう努めています。

　
意
思
の
疎
通
に
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る

方
は
、
聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
だ
け

で
な
く
、
発
達
障
害
や
高
齢
、
外
国
人

な
ど
、実
は
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

更
に
現
在
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
マ
ス

ク
着
用
に
よ
り
、
口
元
や
表
情
が
わ
か

ら
ず
、
思
う
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
と
り
づ
ら
い
状
況
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

意
思
の
疎
通
を
し
や
す
く
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を

窓
口
に
お
い
て
、
絵
文
字
を
使
っ

た
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー

ド
」
の
作
成
・
活
用
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
に
な
り
ま
す
か
。

窓
口
で
の
手
続
き
な
ど
に
お

い
て
、
こ
れ
ま
で
意
思
疎
通

の
面
で
問
題
と
な
る
事
例
が
無
か
っ
た

た
め
、
現
時
点
、
設
置
は
し
て
い
な
い

が
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
の
合
理
的

配
慮
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
は
有
効

で
あ
る
と
考
え
る
。

　
今
後
、
窓
口
調
整
会
議
を
通
じ
、
円

滑
な
意
思
疎
通
を
図
る
た
め
の
有
効
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
、
調

査
研
究
し
て
行
き
た
い
。

町
民
が
誰
で
も
気
軽
に
使
え
る
よ

う
に
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
」
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

愛
知
県
で
は
、
今
年
３
月
に

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
ア
プ
リ
」
を
作
成
し
た
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
、
簡
易
に
こ
の
支
援
ア
プ

リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
る
よ
う
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
と
と
も

に
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
た
。

他
に
も
誰
で
も
無
料
で
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
」
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
利
用
で
き
る
「
公
益
財

団
法
人　
明
治
安
田
こ
こ
ろ
の
健
康
財

団
」
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
掲
載
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。検

討
材
料
の
一
つ
と
し
た

い
。

災
害
時
、
意
思
の
疎
通
が
図
れ
る

よ
う
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ボ
ー
ド
」
を
避
難
所
に
設
置
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

愛
知
県
の
作
成
し
た
「
コ
ミ 

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ア
プ

リ
」に
は「
避
難
所
」と
い
う
シ
チ
ュ
エ

ー
シ
ョ
ン
も
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

こ
の
支
援
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
い
く
。

愛
知
県
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
支
援
ア
プ
リ
」に
は
、「
避
難
者
」

だ
け
で
な
く
「
避
難
所
運
営
者
」
の
絵

文
字
も
あ
り
ま
す
。
自
主
防
災
会
な
ど

へ
の
周
知
啓
発
も
必
要
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

５
月
に
行
っ
た
、
避
難
所
連

絡
会
で
周
知
を
行
っ
た
。

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
に
は
、

国
や
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て

「
障
が
い
者
か
ら
意
思
の
表
明
が
あ
り
」

「
実
施
に
伴
う
負
担
が
過
重
で
な
い
範

囲
に
お
い
て
」
合
理
的
配
慮
を
行
う
こ

と
を
義
務
化
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な

り
ま
す
か
。障

が
い
の
あ
る
方
の
権
利
利

益
を
侵
害
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
の
規
定

を
遵
守
し
、
窓
口
に
お
見
え
に
な
る
方

の
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
そ
の

方
の
状
況
に
応
じ
、
寄
り
添
っ
た
対
応

に
努
め
て
い
く
。

町政への質問　　会派代表
Q

QQ

A

A

A

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
の
活
用
を
！

QQ A

A

A
総総 公

明
党
議
員
団

甲
斐
百
合
子 

議
員

▲（公財）明治安田こころの健康財団
　のコミュニケーションボード

福

福

福

町長

Q

　　総務部　　健康福祉部　　建設部
　　企画部　　生活経済部　　教育部

総 福 建
企 経 教
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会派代表　　町政への質問

　
屋
内
温
水
プ
ー
ル
建
設
に
伴
い
、
国

道
側
か
ら
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
搬
入
路

が
利
用
不
可
能
と
な
る
。

　
温
水
プ
ー
ル
利
用
者
、
エ
コ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
利
用
者
が
安
全
か
つ
利
便
性
を

損
な
う
こ
と
な
く
通
行
で
き
る
こ
と
が

必
要
と
な
る
。

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

利
用
状
況
は

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
者
数

は
日
平
均
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。　　

　
ま
た
、
混
雑
す
る
季
節
、
曜
日
、
時

間
帯
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

令
和
２
年
度
の
利
用
者
数
は

日
平
均
３
５
２
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
混
雑
す
る
季
節
は
、
５
月
が

最
も
多
く
、次
い
で
８
月
、12
月
と
な
っ

て
い
ま
す
。
曜
日
別
で
は
、
日
曜
日
が

５
０
０
人
前
後
、
土
曜
日
が
４
５
０
人

前
後
、
平
日
は
３
０
０
人
程
度
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
時
間
帯
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
13
時

か
ら
15
時
頃
が
比
較
的
多
い
時
間
帯
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。

屋
内
温
水
プ
ー
ル
の

利
用
予
測
は

屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
一
般
利
用
者

数
、
交
通
手
段
ご
と
の
利
用
見
込

み
数
は
ど
の
よ
う
に
予
測
し
て
い
ま
す

か
。

年
間
の
利
用
者
数
約
９
万

人
、
交
通
手
段
と
し
て
自
家

用
車
約
６
万
２
千
人
、
バ
イ
ク
約
２
千

人
、
自
転
車
約
１
万
３
千
人
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。

自
動
車
の
混
雑
回
避
策
は

屋
内
温
水
プ
ー
ル
・
エ
コ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
利
用
者
の
使
用
す
る
自
動

車
の
混
雑
回
避
の
方
法
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
処
置
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

現
在
、
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
敷
地
南
側
の
町
道
に
面
し

た
１
カ
所
と
味
の
蔵
た
け
と
よ
の
駐
車

場
側
の
１
カ
所
で
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
建
設
さ
れ
る
屋
内
温
水
プ
ー

ル
敷
地
へ
の
自
動
車
入
り
口
と
し
て
、

北
側
道
路
か
ら
１
カ
所
、
東
側
道
路
か

ら
１
カ
所
、
南
側
道
路
か
ら
１
カ
所
の

計
３
カ
所
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
屋
内
温
水
プ
ー
ル
と
エ
コ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
間
の
北
の
町
道
に
つ
い
て
は
、
両

施
設
の
利
用
者
の
自
動
車
が
重
複
し
て

通
行
す
る
た
め
、
何
ら
か
の
対
策
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
町
道
里
中
・
一
号
地
１

号
線
か
ら
の
自
動
車
の
侵
入
に
つ
い
て

は
、
原
則
、
入
り
口
優
先
に
す
る
共
通

認
識
を
持
ち
、
敷
地
内
自
動
車
の
動
線

を
統
一
す
る
運
用
を
し
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
し
て
利
用
で
き
る
温

水
プ
ー
ル
、
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
す
る
た
め
、
混
雑
回
避
以
外
の
対
策

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
屋
内

温
水
プ
ー
ル
、
地
域
交
流
施

設
を
含
め
た
周
辺
施
設
を
、
安
全
・
安

心
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
交

通
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
今
後
の

取
り
組
み
と
し
て
施
設
の
南
側
の
町
道

を
入
り
口
と
し
、
北
の
味
の
蔵
た
け
と

よ
側
を
出
口
と
す
る
一
方
通
行
に
よ
る

運
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

QA

A

屋
内
温
水
プ
ー
ル
・

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
安
全
対
策
は

Q

Q

A
日
本
共
産
党
議
員
団

梶
田　
進 

議
員

QA

トピックス
●エコステーションとは
月曜日から日曜日の朝９時から15時まで営業しており、プラスチック製容器包装・紙類やペットボトルなどの地区の分別収集に出せるもの
を収集しています。

経

経

教

町長

▲右折禁止になる臨港道路

▲国道から進入禁止になる町道


